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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第138期
第１四半期
連結累計期間

第139期
第１四半期
連結累計期間

第138期

会計期間
自 平成23年４月１日
至 平成23年６月30日

自 平成24年４月１日
至 平成24年６月30日

自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日

売上高 (千円) 4,602,708 4,902,530 20,102,829

経常利益 (千円) 217,567 385,419 962,981

四半期（当期）純利益 (千円) 187,484 280,452 926,941

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 206,044 350,441 926,706

純資産額 (千円) 8,107,267 9,095,868 8,807,271

総資産額 (千円) 17,491,232 18,522,193 17,532,241

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 9.09 13.60 44.97

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 46.0 48.6 49.8

（注）１.　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載　

　　　　　 しておりません。

２.　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３.　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお　

　　 りません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。 

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間（平成24年４月～平成24年６月）においては、歴史的な円高や欧州の信用

不安に加え、中国やインド等の新興国における景気減速により、世界経済は一層不安定さを増しました。

一方、国内は、震災からの復興需要もあり、景気は回復基調にありました。当社グループに関連する市場で

は、家電や電子部品向けの需要は低調でしたが、自動車関連等の設備投資が増加しました。

　このような状況下で、当社製品の受注・売上は、国内では自動車関連や工業部品向けが増加し、生活関連

用品も堅調でした。一方、海外ではＩＴ・電子機器を中心とした中国向けが低調であり、欧米につきまし

ても輸出環境は厳しい状況が続きました。

　射出成形機につきましては、中国やその他のアジア地域におけるＩＴ・電子機器関連向けの小型機の需

要が減少しました。一方、国内・海外ともに自動車関連や生活関連用品向けの需要は堅調に推移しまし

た。

　ダイカストマシンにつきましては、自動車関連の需要は堅調でしたが、電子部品等向けを中心とした小

型機の需要が、昨年度のタイ洪水による一時的な復旧需要増の反動もあって大幅に減少し、受注は低調に

推移しました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間における受注高は前年同四半期比10.7％増の54億１千７百万円と

なりました。また、売上高は、前年同四半期比6.5％増の49億２百万円となりました。

　従って、当第１四半期連結累計期間における損益につきましては、円高等により価格競争が一層厳しく

なりましたが、売上高の増加やコスト低減等により、営業利益は３億２千９百万円（前年同四半期営業利

益２億１百万円）、経常利益は３億８千５百万円（前年同四半期経常利益２億１千７百万円）、四半期純

利益は２億８千万円（前年同四半期純利益１億８千７百万円）となりました。
　

(2) 財政状態の分析

（流動資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、140億６千３百万円（前連結会計年度末は

129億９千４百万円）となり、10億６千９百万円増加いたしました。主な要因は、現金及び預金の増加（28

億３千万円から38億８千４百万円へ10億５千３百万円増）によるものであります。
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（固定資産）

当第１四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、44億５千８百万円（前連結会計年度末は45

億３千７百万円）となり、７千９百万円減少いたしました。主な要因は、減価償却等による有形固定資産

の減少（40億３千万円から39億５千７百万円へ７千３百万円減）によるものであります。
　

（流動負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、74億８千８百万円（前連結会計年度末は67

億６千２百万円）となり、７億２千６百万円増加いたしました。主な要因は、短期借入金の増加（13億５

千万円から25億円へ11億５千万円増）及び支払手形及び買掛金の減少（38億６千１百万円から35億１千

４百万円へ３億４千６百万円減）によるものであります。
　

（固定負債）

当第１四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、19億３千７百万円（前連結会計年度末は19

億６千２百万円）となり、２千５百万円減少いたしました。主な要因は、長期借入金から１年内返済予定

の長期借入金への振替による減少（１億２千２百万円から８千万円へ４千２百万円減）によるものであ

ります。
　

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は、90億９千５百万円（前連結会計年度末は88億

７百万円）となり、２億８千８百万円増加いたしました。主な要因は、四半期純利益の計上等による利益

剰余金の増加（44億１百万円から46億１千９百万円へ２億１千８百万円増）によるものであります。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題　

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　
(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は１億３千８百万円であります。 
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】
　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

　

② 【発行済株式】
　

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年８月９日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 20,703,000 20,703,000

 東京証券取引所
 市場第一部
 大阪証券取引所
 市場第一部

 単元株式数　
 は100株で
 あります。

計 20,703,000 20,703,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年６月30日 ― 20,703,000 ― 2,506,512 ― 2,028,806

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成24年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ―  ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ―  ―

議決権制限株式(その他) ―  ―  ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　 　 88,400

―
株主としての権利内容に制限

のない、標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式  20,591,200            205,912  同上

単元未満株式 普通株式　 　 23,400 ―  同上

発行済株式総数 20,703,000 ―  ―

総株主の議決権 ―             205,912  ―

(注)１ 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が5,200株含まれております。　

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数52個が含まれております。

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には当社所有の自己株式28株が含まれております。

３  当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。　　　

② 【自己株式等】

 平成24年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
東洋機械金属株式会社

兵庫県明石市二見町福里字
西之山523番の１

88,400 ― 88,400 0.43

計 ― 88,400 ― 88,400 0.43

(注)　当第１四半期会計期間末日現在の所有株式数は88,428株であります。

　
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成24年４月１日

から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,830,285 3,884,231

受取手形及び売掛金 ※2
 6,467,202

※2
 6,447,316

商品及び製品 1,856,491 1,958,514

仕掛品 1,161,949 1,081,846

原材料及び貯蔵品 427,323 475,674

繰延税金資産 25,047 13,767

その他 241,259 214,875

貸倒引当金 △15,048 △12,537

流動資産合計 12,994,512 14,063,689

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,148,730 2,127,491

機械装置及び運搬具（純額） 922,666 884,493

工具、器具及び備品（純額） 123,691 112,855

土地 814,347 814,347

リース資産（純額） 21,242 18,415

有形固定資産合計 4,030,678 3,957,603

無形固定資産 230,177 234,304

投資その他の資産

投資有価証券 161,084 159,011

繰延税金資産 68,541 70,732

その他 88,740 78,272

貸倒引当金 △41,493 △41,421

投資その他の資産合計 276,873 266,595

固定資産合計 4,537,729 4,458,503

資産合計 17,532,241 18,522,193
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 3,861,193

※2
 3,514,289

短期借入金 ※3
 1,350,000

※3
 2,500,000

1年内返済予定の長期借入金 418,000 355,500

未払費用 495,882 331,194

未払法人税等 147,413 101,754

未払消費税等 12,837 13,487

繰延税金負債 4,901 3,493

製品保証引当金 26,140 28,860

役員賞与引当金 25,000 5,800

その他 421,167 634,606

流動負債合計 6,762,535 7,488,987

固定負債

長期借入金 122,000 80,000

繰延税金負債 280,638 279,566

退職給付引当金 1,509,439 1,534,304

その他 50,356 43,466

固定負債合計 1,962,434 1,937,336

負債合計 8,724,970 9,426,324

純資産の部

株主資本

資本金 2,506,512 2,506,512

資本剰余金 2,028,834 2,028,834

利益剰余金 4,401,156 4,619,766

自己株式 △48,231 △48,231

株主資本合計 8,888,272 9,106,881

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 13,060 11,186

為替換算調整勘定 △164,701 △107,633

その他の包括利益累計額合計 △151,641 △96,447

少数株主持分 70,640 85,434

純資産合計 8,807,271 9,095,868

負債純資産合計 17,532,241 18,522,193
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 4,602,708 4,902,530

売上原価 3,510,928 3,576,926

売上総利益 1,091,780 1,325,604

販売費及び一般管理費 889,950 995,799

営業利益 201,829 329,804

営業外収益

受取利息及び配当金 1,616 1,684

固定資産賃貸料 21,280 19,075

為替差益 6,369 44,524

その他 3,501 2,950

営業外収益合計 32,767 68,235

営業外費用

支払利息 5,990 5,523

手形売却損 2,654 1,019

固定資産除却損 2,028 3,067

固定資産賃貸費用 2,126 2,080

その他 4,228 929

営業外費用合計 17,029 12,620

経常利益 217,567 385,419

税金等調整前四半期純利益 217,567 385,419

法人税、住民税及び事業税 26,332 93,052

法人税等調整額 △849 6,809

法人税等合計 25,483 99,861

少数株主損益調整前四半期純利益 192,084 285,557

少数株主利益 4,599 5,104

四半期純利益 187,484 280,452
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 192,084 285,557

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △8,636 △1,873

為替換算調整勘定 22,597 66,757

その他の包括利益合計 13,960 64,883

四半期包括利益 206,044 350,441

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 200,312 335,646

少数株主に係る四半期包括利益 5,732 14,794
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【会計方針の変更等】
　

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１

日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しており

ます。

　これによる損益に与える影響額は軽微であります。

　
【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

１  受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高
　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

受取手形割引高 52,028千円 26,120千円

受取手形裏書譲渡高 66,723千円 19,720千円

　
※２  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理し

ております。なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計

期間末日満期手形を満期日に決済が行われたものとして処理しております。
　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

受取手形 150,768千円 102,014千円

支払手形 39,060千円 45,630千円

　
※３  当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため㈱三井住友銀行ほか２行と貸出コミットメント

契約を締結しております。

　当四半期連結会計年度末における貸出コミットメントに係る借入金未実行残高等は次のとおりであり

ます。
　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

貸出コミットメントの総額 2,000,000千円 2,000,000千円

借入実行高 －千円 －千円

差引額 2,000,000千円 2,000,000千円

　
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。
　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

減価償却費 162,371千円 123,700千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年４月26日
取締役会

普通株式 41,229 2.00平成23年３月31日 平成23年６月24日 利益剰余金

　
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年４月26日
取締役会

普通株式 61,843 3.00平成24年３月31日 平成24年６月27日 利益剰余金

　
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

当社グループは、単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

当社グループは、単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 ９円09銭 13円60銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 187,484 280,452

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 187,484 280,452

普通株式の期中平均株式数(株) 20,614,768 20,614,572

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
２ 【その他】

平成24年４月26日開催の取締役会において、平成24年３月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次の

とおり期末配当を行うことを決議いたしました。　

①　配当金の総額                               　 61,843千円

②　１株当たりの金額       　                       ３円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日    平成24年６月27日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年８月９日

東洋機械金属株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    小    川    佳    男    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    仲    下    寛    司    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東洋
機械金属株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24
年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東洋機械金属株式会社及び連結子会社の平成
24年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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